
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 青森県の姿 □ 
 

本項では、現在の青森県の姿を質的・量的側面から多角的に説明する。 

主に客観的データを基にして、青森県の姿を明らかにしていく。 

 

□ 特集① 攻めの農林水産業 ～これまで１５年の歩みとこれから～ 

  2019 年度から第４期目の基本方針がスタートした「攻めの農林水産

業」のこれまでとこれからを紹介する。 

Ⅰ 青森県基本計画の推進 

  「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」に掲げる本県のめざす

姿や５つの戦略プロジェクトによる取組の重点化など、計画の概要を紹

介する。 

Ⅱ 基本情報 

  人口・世帯、財政、経済など本県の基本情報を紹介する。 

Ⅲ ４分野情報 

  「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」に掲げる 4 つの分野ご

とに様々なデータを紹介する。 

Ⅳ 地域別情報 

  県内６地域の特長を代表的なデータを用いて紹介する。 

□ 特集② 「若者・女性から選ばれる青森県」をめざして 

  若者・女性の県内定着・還流を巡る現状や各種取組を紹介する。 
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＜特集①＞ 

攻めの農林水産業 ～これまで１５年の歩みとこれから～ 
 

2004 年度から一貫して推進してきた「攻めの農林水産業」。 

５年毎に基本方針を策定し、2019 年度から第４期目の基本方針に

基づく取組がスタートしました。 

本特集では、特徴的な取組と、これからの「攻めの農林水産業」

について紹介します。 

 

１ 本県の農林水産業の”実力” 
（農林水産業に係る各種指標（39～54 ページ）も参照のこと） 

 

○ 農業産出額 生産量は全国でも有数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※産出額の多い農産品上位５品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農
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水
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○ 食料自給率 米・肉・魚・野菜・果物などをバランス良く生産 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 販売力の強化 地道な取組により、取引額・輸出額が増加 
 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本県の基幹産業 新たな担い手も着実に増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：県農林水産部「『攻めの農林水産業』推進基本方針（2019～2023 年度）」 
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２ 「攻めの農林水産業」とは 

 「攻めの農林水産業」は、本県の得意分野である農林水産業の強みを最大限発

揮するため、「作ってから売る」のではなく、「売れるものを作る」という消費者

起点の発想を重視した振興策として、全国に先駆けて 2004 年度にスタートし、以

降、地道な取組を進めてきました。 

 

「攻めの農林水産業推進基本方針」（2019～2023 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開方向

農林水産業の収益力強化

６次産業化等

新たなビジネス

創出

農泊など
交流人口拡大

競争力のある

県産品づくり

所得向上
雇用創出

成長分野での

販路強化

共助・共存の農山漁村づくり

他の
集落

他の
集落

他の
集落

他の
集落

連携 協働基幹集落

共生社会

ＪＡ、地域経営体等
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３ 第１期（2004～2008 年度） 

○ 主なできごと 

2004 年  4 月   「総合販売戦略課」創設 

2004 年  9 月   「青森シャモロック」本格デビュー 

2006 年 10 月   「まっしぐら」県内一斉デビュー 

2007 年  5 月   賓陽塾（漁業後継者育成研修）開講 

2008 年  1 月   台湾の中学校の修学旅行生を農家民宿で初受入 

2009 年  1 月   中国（北京）で初の青森県フェア開催 

 

○ 「日本一健康な土づくり運動」スタート（2007.5～） 

安全・安心で良質な農作物を安定的に生産・供給できる体制を整備するため、

県内すべての農業者が、農業生産の基本である「健康な土づくり」に取り組むこ

とをめざす「日本一健康な土づくり運動」を 

展開し、2012 年度からは、高度な土づくりの 

実践者を「あおもり土づくりの匠」として認 

定する制度を創設しました。 

これまで、67 名（2020 年３月末時点）が認 

定されており、地域の生産者へ自身の土づく 

り技術を指導するほか、消費者等に対し土づ 

くりの取組の情報発信などを行っています。 

 

○ キャッチフレーズ・シンボルマーク・ＰＲキャラクター登場（2006.2～） 

県産品全体の認知度向上と総合的なイメージづくりを進めるために登場。普段

の買い物の中で見ているお馴染みのフレーズ・マーク・キャラクターが登場して

から、14 年が経過しました。 

 ちなみに、決め手くんが踊り始めるのは、 

翌年（2007 年）７月から。イメージソング 

「決め手くんが行く！」の発表と同時です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近はLINEスタンプにも!! 

GO GO 決め手くん 

GO GO 決め手くん２ 
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４ 第２期（2009～2013 年度） 

○ 主なできごと 

2009 年～ 

2010 年  4 月 

2010 年 11 月 

2011 年  1 月 

 

2012 年～ 

2013 年  2 月 

東南アジア向けに県産米の本格輸出開始 

県産品海外ＰＲ用シンボルマークが香港・台湾で商標登録 

ベトナムで初めて市場調査・商談（りんご・水産関係） 

花きデルフィニウム県オリジナル新品種 

「なつぞらスピアー」配布開始 

「あおもりマルシェ」開始 

青森県グリーン・ツーリズム受入協議会設立 

 

○ 農林水産業と地域環境「環境公共」（2008.2～） 

 「農林水産業を支えることは地域の環境を守る 

ことにつながる」という観点から、農林水産業の 

生産基盤や農山漁村の生活環境などの整備を行う 

公共事業を「環境公共」と位置付けています。 

 右上の環境公共のロゴマークは、山吹色の丸で 

「輝く太陽」を表し、一筆書きで双葉が太陽の光 

を浴びて楽しげに、おおらかに伸びゆく様子を 

表しており、「環境公共」が未来へと続いていく 

ことをアピールしています。 

 

○ 全国各地で開催「青森県フェア」（2003～） 

青森県産品を県内外で販売する「青森県フェア」。 

「青森県フェア」は 2003 年から始まり、2019 年度は、県内 17 か所、県外 16 か

所の延べ 33 か所で開催。遠くは沖縄県まで出向いて販売し、県産品の認知度向上

と大手量販店での定番商品化につなげています。 

2020 年度からは、新たに、店舗における販売だけではなく、インターネット上

のＥＣ店舗でも青森県フェアを開催し、県産品の販売をさらに強化します。 
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５ 第３期（2014～2018 年度） 

○ 主なできごと 

2014 年 11 月 

2015 年  9 月～ 

 

2019 年  3 月 

2019 年 

2019 年  6 月 

青系 187 号の名称を「青天の霹靂」に決定 

国産りんごの輸出量が過去最高を記録（36,304 トン） 

 

酒米「吟烏帽子」を使用した日本酒販売開始 

ホタテ漁獲金額５年連続で１００億円突破（2015～2019） 

おうとう「ジュノハート」県内デビュー 

 

○ 本県初の特Ａ米誕生！「青天の霹靂」 

 2015 年に販売が開始された本県初の特Ａ米、「青天の霹靂」。 

本格デビューした 2016 年産以降、一般財団法人日本穀物検定 

協会の食味ランキングにおいて、５年連続で特Ａ評価を取得。 

 県職員で構成された「青天の 

霹靂ＰＲ隊」が全国各地で開催 

される「青森県フェア」等にお 

いて「青天の霹靂」の美味しさ 

を直接消費者に伝えています。 

 

 

 

 

 

 

○ 全国の約９割をカバー＆アジア圏へつながる「Ａ！Ｐｒｅｍｉｕｍ」（2015.7～） 

Ａ！Ｐｒｅｍｉｕｍとは、航空機を活用したスピード輸送と、鮮度・品質を保

持するための保冷一貫輸送を両立した付加価値の高い新しい流通サービスです。  

これにより、活ホタテや鮮魚を始めとした 

本県の新鮮な食材を、国内の約９割の地域に 

翌日午前中に配送できるようになりました。 

また、香港、台湾、シンガポールを始めと 

したアジア圏にも、高い鮮度を保ったままで 

最短翌日配送が可能となり、販路の拡大に 

寄与しています。 

 

 

 

 

 

「まっしぐら」も特Ａ評価！（2019 年産米の食味ランキング）  祝 

 （※りんごは、９月～翌年８月で数量を把握）  2016 年  8 月 
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６ 第４期（2019 年度～）とこれからの「攻めの農林水産業」の展開 

 本特集を締めくくるに当たり、これから活躍が期待される主な産品と、これか

らの「攻めの農林水産業」の展開を紹介します。 

 

（１）販売力強化・生産力向上 

○ おうとう「ジュノハート」全国デビュー 

 昨年（2019 年）に県内デビューを果たし、いよいよ 

今年（2020 年）、全国デビューを迎えます。 

国産品種の中でも最大級で、果実がハート形をして 

いるのが特徴です。３Ｌサイズを「ジュノハート」、 

４Ｌサイズ以上を「青森ハートビート」という名称で 

ブランド化しています。 

 

○ 青い森 紅
くれない

サーモン 

 県産ニンニクと県産リンゴを含み、脂肪分を低く 

抑えた専用の餌を与えて、県内の清浄な河川水や湧 

水で養殖された大型のニジマスであり、旨味が強く、 

程よい脂乗りが特徴です。 

また、鮮魚で通年出荷が可能であり、新たな県産 

ブランド品の一つとして期待されています。 

 

○ アラゲキクラゲ 

キクラゲの国内消費量は近年増加傾向にありますが、９割 

以上を輸入品が占めており、国産品は希少となっています。 

県林業研究所が開発したアラゲキクラゲの新品種は、低温 

下での成長が早く本県の気候に適しており、一般的に流通し 

ているアラゲキクラゲに比べて明るく鮮やかな色味と、肉厚 

でこりこりとした歯ごたえが特徴です。 

 

○ 時短・簡便食品分野の強化 

 近年のライフスタイルの変化により、家庭用や 

飲食店・スーパーマーケット等の業務用において、 

短時間に調理可能な食品の需要が増加しています。 

 これからも市場の拡大が期待されるこの分野に 

おいて、本県の強みを生かした加工食品の開発や、 

県内外の商談会における販路開拓に取り組みます。 
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（２）環境・生産基盤保全

安全・安心な農林水産物を持続的に生産していくため 

には、水資源の確保が重要です。 

 このため、山・川・海をつなぐ水の流れを一体的に捉 

え、環境を保全する仕組みづくりに取り組みます。 

（３）農山漁村振興

 農山漁村地域では、人口減少・高齢化により、地域の 

維持存続さえ危ぶまれています。 

 このため、都市との交流や、多様な分野との連携によ 

り、農山漁村地域の活性化に取り組みます。 

（４）人財育成

 若手農業トップランナー塾の開講により、６次産業化 

への取組や経営の法人化、輸出などに果敢に挑戦する意 

欲的な農林水産業の人財が育成されています。 

 地域をけん引するリーダーや、経済のグローバル化に 

対応できる担い手など、多様な人財を育成します。 

 「全国和牛能力共進会」。５年に一度開催されるこの大会では、全国各地から

優秀な和牛約 460 頭が一同に集まり、体型や肉質の良さを競い合います。 

この大会での成績が、各県の和牛の評価に直結しているといっても過言では

なく、県全体の和牛振興、そして生産者にとって、まさに「オリンピック」！ 

次回大会は、2022 年 10 月６～10 日、鹿児島県霧島市を中心として開催され

ますが、あおもり和牛を最高の状態で大会に出場させるべく、戦いはすでに始

まっています。 

【 これまでの主な取組 】 

・2018 年：ロードマップ・アクションプランの作成 

・2019 年：調教や毛刈り等の出品技術向上 

肥育部門の交配開始 

・2020 年：繁殖部門の交配開始 

     「脂肪の質」を高める肥育試験 

     長距離輸送対策 

（輸送ルート選定・体調管理） 

コラム：和牛界最大のイベント「和牛のオリンピック」にかける思い！
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